
12．社会資本マネジメントにおけるデジタルデータの活用 

（国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター長 清水 晃） 

 

 

 社会資本マネジメント研究センターの清水と申

します。 

 本日は、「社会資本マネジメントにおけるデジ

タルデータの活用」と題しましてお話をさせてい

ただきます。 

 

 

 

 

 本日のお話しさせていただく内容ですけれども、

まず１点目、今整備中でありますデジタルトラン

スフォーメーションデータセンター、私どもはＤ

Ｘデータセンターと呼んでおりますけれども、そ

れの御紹介、また、同時に整備中であります実験

フィールドに関する御紹介をさせていただきたい

と思っております。 

 第２点目といたしましては、建設現場における

デジタルデータの取得につきましてお話をさせて

いただきたいと思っております。デジタルトランスフォーメーションという言葉が昨今言われており

ますけれども、その基となるデジタルデータの取得も試行しておりますので、その紹介をさせていた

だきたいと思っております。 

 ３点目といたしましては、そういったデータを横断的に使っていくインフラ・データプラットフォ

ーム、この取組の御紹介をさせていただきたいと考えております。 

 それでは、まず、現在整備中のＤＸデータセン

ターにつきまして説明をさせていただきます。 

 なお、このＤＸデータセンター、次に御紹介す

る実験フィールドにつきましては現在整備中でご

ざいまして、その内容につきましては、本日の説

明内容と実際に構築されるものが変更になる可能

性がございますので、その点はあらかじめご了承

いただきたいと思います。 

 では、今現在考えているＤＸデータセンターに
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つきまして御説明させていただきます。 

 まず、ＤＸデータセンターですけれども、このセンターの中に構造物の三次元モデルとか点群デー

タ、国土地理院で整備しております地理院地図、地盤情報、こういったものをまず基礎的なデータと

してこのＤＸデータセンターに収納するということを考えてございます。 

 そして、こういったデータを利用いたしまして、例えば事業の初期の段階でいいますと、計画路線

とか構造物のモデル作成、それから、関係機関協議の説明資料を三次元データを使って作成する。ま

た、発注準備とか施工時、施工管理や検査にもこういったデータを活用できないかといったことを今

考えてございます。 

 それから、こういった事業のマネジメントのほかに、災害対応における状況の確認、あるいは被災

範囲の可視化、維持管理といったものにもこのようなデータを活用できないかといったことを考えて

ございます。 

 ＤＸデータセンターにつきましては、この図の

真ん中と右側、ここをＤＸデータセンターと呼ん

でございます。ここにおきましては、まず、ＤＸ

データセンターの中に各事務所、あるいは民間の

方が利用していただくＣＩＭモデルといったもの

をここに収めるということを考えてございます。

ここにつきましては、ＣＩＭモデルの最初の作成

段階から最後の完成段階まで、それぞれの段階を

このストレージを利用していただいてＣＩＭモデ

ルを作成していただくことを考えてございます。ここのＣＩＭモデルにアクセスしていただいて、実

際にＣＩＭモデルの修正、資料の作成等を行っていただくということを考えてございます。 

 この左側が実際に利用していただく方でございまして、民間事業者の方がここにアクセスして、実

際にモデルを作成あるいは修正していただくと。ＤＸデータセンターの中には、基本的はＣＩＭソフ

トウェア、こちらは無償で用意するということを考えてございますけれども、こちらの基本的な機能

を持ったものを無償というふうに考えてございまして、より高機能なものにつきましては、ソフトウ

ェアの有償のものを利用してこの中のＣＩＭモデルを作成あるいは修正するということを考えてござ

います。 

 また、民間の方あるいは施工者の方のほかにも国土交通省の職員もそれぞれの事務所、あるいは整

備局からこのＤＸデータセンターにアクセスいたしまして、このＣＩＭモデルを見たり、必要に応じ

て修正するといったようなことができるといったセンターを考えてございます。こういったモデルを

使って修正等をしていただくわけですけれども、同時に、今度センターの中にはライブラリーといっ

たものも整備いたしまして、よりこのＣＩＭモデルが簡単に作成できるといったものもしていきたい

と考えてございます。 

 また、ＤＸデータセンターの中でつくっていただいたＣＩＭモデル、それが実際業務等が終わりま

すと電子納品という形でオンラインで格納されるといったことも考えてございます。また、ＤＸセン
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ター全体のバックアップといったことも考えてございますし、後ほど御紹介いたしますけれども、イ

ンフラ・データプラットフォームとの連携といったものも考えてございます。こういったＤＸデータ

センターを整備することによりまして、ＣＩＭモデルのより一層の活用が図られていくのではないか

と期待しているところでございます。 

 続きまして、同じく現在整備中の実験フィール

ドの概要について御説明させていただきます。 

 こちらは、現在国総研の円弧が道路の試験走路

でございますけれども、内側に例えば５Ｇを呼び

出しました実証実験の建設フィールドといったも

のを整備しましたり、こちらに書いてございます

けれども、橋梁の模型施設をつくって既存の構造

物を三次元化する、こういった技術の研究開発、

あるいは配筋の検査模型なども整備いたしまして、

完成検査とか出来形管理に使う新しい技術をここで検証していただくいったようなことも考えてござ

います。 

 また、ここに書いてあります地下埋設物の模型施設ですけれども、こちらは今考えてございますの

は、こういった地下埋設物を敷設する場合に、最後にここをデジタルカメラで写真を撮りまして、そ

のデータを使って三次元化できないかといったことも考えてございます。こういったフィールドにつ

きまして、現在整備中というところでございます。 

 続きまして、ここからは話題が別のものになり

ます。こちらのパワーポイントは i-Construction

（アイ・コンストラクション）の説明によく使わ

れるものでございますけれども、これまでよりも

少ない人数・工事日数で同じ工事量をやっていこ

うと、すなわち建設現場の生産性を向上していこ

うというグラフでございます。そのために、現在

までＩＣＴ施工などが推進、拡大されてきたとこ

ろでございます。 

 本日は、今までの取組とは少し視点を変えまして、実際に建設現場でデジタルデータを取得しよう

とする試みを紹介したいと思います。デジタルトランスフォーメーションの必要性が言われている最

近ですけれども、その基となるデジタルデータが必要です。建設現場におきまして、データをどのよ

うに取得しようとしているのかを紹介したいと思います。 

 これから紹介する手法ですけれども、幾つかの現場で試行させていただいております。協力いただ

きました施工者、発注者の方々に感謝を申し上げます。 
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 まず１つ目が工事日報入力システムによる把握

でございます。工事日報は工事施工者が紙に記録

しておりましたけれども、そのために簡単に活用

ができない、そういう状況でございました。そこ

で、こういったスマートフォンを利用いたしまし

て、必要なデータをデジタルで記録することによ

りまして、工事情報の分析や活用などが可能にな

ると考えてございます。 

 

 次に紹介するのは作業員の方の位置情報の取得

でございます。こういった現場の周囲に位置情報

を取得するロケーターといったものを設置いたし

まして、作業員の方のヘルメットにタグを設置い

たしまして、その位置情報を把握することが可能

になっておりまして、今こういったことの試行を

しておるところでございます。また、同時に施工

映像、こちらもデジタル映像で記録をしていると

いった取組をしてございます。 

 これが実際のヘルメットに取り付けたタグです

けれども、それほど大きなものではなく、また、

１秒間隔で三次元の位置を把握することができる

といったものでございます。 

 

 

 

 

 

 それから、こちらは施工映像を取得した記録の

事例でございます。 
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 そのほかに、これはクレーンのフックに計量装

置（クレーンスケール）を設置いたしまして、ク

レーンがつり下げているものの重量、あるいはそ

のときのクレーンの三次元の位置情報を記録して

おります。こういったことを記録することにより

まして、どんなものを運んだか、どういう重量の

ものを運んだかといったものも記録できるような

試行を行っているところでございます。 

 

 こういった重量を計測することが可能になった

ことから、このような表をつくることができます。

例えばこれはあるところで２つの橋台の比較をし

たものですけれども、例えば鉄筋ですと、積算上

の重量と実際にクレーンが運んだ重量、こういっ

たものの比較ができますし、Ａ１橋台とＡ２橋台、

こういったものを運んだ量の比較ももちろんでき

ますし、運んだ量と日時が分かれば、この２つの

橋台の生産性といったものの比較ができると考え 

てございます。 

 このグラフが生産性を試算してみたものでござ

いまして、労働投入量が横軸、縦軸が生産量にな

ってございます。先ほどのようなデジタルデータ

を活用することによりまして、労働投入量と生産

量、これは運んだ量で今回は表示しておりますけ

れども、こういったものでグラフができますので、

例えば今回の場合でいきますと、Ａ１橋台よりも

Ａ２橋台のほうが効率よく生産活動ができていた

ことが分かる、こういったグラフがつくれるわけ

でございます。 

 このように、今まではデジタルデータを建設現場で使うといったことは、ＩＣＴ建機についてはあ

りましたけれども、人が多い施工の場ではあまり用いられておりませんでしたが、現在使えるセンサ

ー等を利用いたしまして、デジタルデータの活用を進めているところでございます。 
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 インフラ・データプラットフォームの構築でご

ざいます。こちらにつきましては、既に取組を進

めておりまして、現在プロトタイプの公表なども

行っているものでございます。こちらにつきまし

ては、インフラに関する情報、それから、インフ

ラとは直接関係ない情報も、例えば位置情報など

によってひもづけを行うことによりまして、一括

してそのデータを扱うことが可能となりまして、

業務の効率化とか施策の高度化といったものを目

指しているものでございます。 

 この図は、上のほうが建設の施工の状況を表しておりまして、それと、地盤データとか基盤地図を

位置情報で結びつけるといったことを示しております。 

 このインフラ・データプラットフォームに活用

できる技術として、今実施しているものを御紹介

したいと思います。 

 まず、１つ目がメタデータの自動作成技術の開

発でございます。こちらにつきましては、国土交

通省で収められております成果品のデータ、これ

は電子データで今収められておりますけれども、

こういったものを今後利用していく場合に、例え

ば検索なども非常にやりにくいといった状況がご

ざいますので、メタデータと呼ばれます検索に便利なインデックスといったものを抽出する、そうい

った技術の開発をいろいろな方々の御協力を得ながら進めているところでございまして、こういった

ものができますと、より便利にこういったデータの活用が可能になるのではないかと期待をしており

ます。 

 こちらは二次元のＣＡＤデータから三次元モデ

ルをつくる技術の開発でございます。こちらにつ

きましても様々な方々の御協力をいただきながら

技術開発を進めているところでございます。こう

いった技術ができますと、例えばインフラ・デー

タプラットフォームですと、表示が難しかった二

次元のＣＡＤデータも三次元モデルとしてインフ

ラ・データプラットフォーム上で表示することが

可能となりますし、ほかの場面でもこういった三 

次元モデルを活用することにも役立つものかなと 

考えております。 
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 国土交通データプラットフォームでは、地盤デ

ータあるいはインフラのデータなどと連携してお

りまして、こういった連携するデータを今後も拡

大していこうということで考えているところでご

ざいます。こういった研究につきましては引き続

き行っていきたいと考えております。 

 このように、デジタルデータの取得につきまし

て、現場での取得、それから、そこで取得したデ

ータの活用、その新モデルもより活用していただ

くためのＤＸデータセンター、そして、データを横断的に活用するためのインフラ・データプラット

フォームといったものを我々としては今研究しておりまして、こういったものの研究の進捗によりま

して、より生産性の高い建設事業が進むといったことを期待しているところでございます。 

 私からの発表は以上でございます。御清聴ありがとうございました。 
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